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片

臥

信

二

昇
∴
､

英

世
界
大
戦
が

自
然
科
挙
及

び

工

畢
に

輿
え
た

影
響
ほ

､

そ

の

具

優
的
な

形
と
.

し
て

､

原
子

爆
弾
と

か
レ

ー

ダ
ー

乃

至

は

新
し

い

航
基

機

(

ジ
ェ

ッ

ト

機
)

に

現
わ
れ
て

い

る

が
､

形
而
上

的
影
響
も

見
逃
し

得
な

い

も
の

が

あ
る

｡

即
ち
そ

れ
は

白
然
科
挙
の

分

野
の

再
編
成
で

あ
り

､

科

挙
的
方

法
と

い

う
共
通
の

地
盤
の

上

に

立
つ

各
分

野
の

協
同
作
業
が

見
事

に

行
わ

れ
た

と
い

う
事
で

あ
る

｡

所

謂
境
界
の

問
題
と
い

う
も
の

が
､

や

や
-
も

す
れ
ば

白
眼
祝
さ

れ
る

の

が

常
で

あ
る

に

も
掛
ら

ず
､

こ

れ
が

教
学

と

い

ケ
怪
物
に

よ
つ

て
､

遼
行
さ

れ
た

と

い

う
こ

と

は
､

誠
に

皮
肉
な

こ

と
で

あ
る

｡

原
子

頗
帝
は

原
子

蔵
物
盟

尊
者
と

牝

畢
者
及
び
エ

孝
者
を

潜

び
つ

け
､

電
子

計
算
機
は

電
気
工

尊
者
と

敷
革

考
文
或

､

る

時

は

生
理

単

著
乃
至

は

心
理

学
者
を

も
共
同
研
究
に

糾
合
せ

し

め

た
｡

そ
の

間
の

事
情

に
つ
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て

は
､

既
に

ブ
ィ

ー

ナ

ー

が

そ
の

著
書
｢

サ

イ
バ

ネ
テ

イ

ク

ク

ス

+

に

異
姓
的
な

例
と

､

こ

れ

ら
の

底
流
を

な

す

科
挙
思
想
に
つ

い

て

述
べ

て

い

る
｡

此

虞
に

揚
げ
た

一

見
奇
妙
な

表
題
の

著

書
は

､

第
二

次
大
戦
中

､

ア

メ

リ

カ
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軍
の

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

･
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■サ

ー

チ
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グ
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ー

プ
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｡
日
仏

声
①

器
P

岩
F

G

岩

毒
以
下

0
･

R
･

グ

ル

ー
■

プ

と

呼
ぶ
)

の
一

員
と

し
て

属
し

て

い

た
､

マ

サ

チ

ュ

セ

ッ

ツ

エ

業
大
挙

物
理

学
教
授
P
･

址
･

モ

ー

ス

ど
､

コ

ロ

ン

ビ

ヤ

大
挙
化

畢
教
授
G
･

E
･

キ
ン

求

-

ル

が

戦
時

中
グ

ル

ー

プ

の

行
つ

た

記
録
を

集
め

､

更
に

､

､

イ

ギ
リ
ス

海
軍
の

0
･

R
･

研
究
室
の

の

仕
事
を

鴇
加
え
て

編
集
し

た

も
の

で

あ
る
｡

著
者
は
そ

の

序

文
に

於
て

､

｢

戦
時

中
0
･

R
･

の

髄
国

･

方

法
並

び

に

そ
の

成
果
は

､

そ

の

貴
重
な

経

験
と

基
盤

を

逸
し

な

け

れ
ば

､

畢
に

軍
事

目

的
だ

け

に

止

ら

ず
､

平
和
時
の

重
要

問
題
に

も
適
潤
さ

れ
る

も
の

と

信

ず
る

｡
+

と

述
べ

て

い

る

が
､

0
･

R
･

の

思
考
方
法
に

於
で

経
済
畢
的
方
法
に

相
通
ず
る

折
が

あ
る
の

で

は

潅
い

か

と

考
え

ら
れ

､

紹
介
す

る

衆
寡
で

あ
る
｡

全
章
ほ
八
つ

の

葺
か

ら

な

ぺ

第

二
革
及
■
び

第
八

軍
に

於
て

ほ
0

良
･

の

定
義
及
び

概
念
を

規
定
し

､

0
･

R
･

グ

ル

ー

プ

の

作
戦
執
行
部
(
e

嬰
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昌
t

才
e

d
e
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P

ユ
日
e

皇
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と
め

機
構
上

の

関
係
及

び

構
成
人
員
の

性
格
等

に
つ

い

て

述
べ

て

あ
る
｡

他
の

第
二

葦
よ

り

第
七

官

で

は

作
戦
研
究
の

具

畦
的
問
題
に
つ

い

て

詳
述
し
て

あ
る

が
.
以

下

各
層
は

筆
者
が

遺
骨
に

表
題

を
つ

け

恵

も
の

で

あ
る
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雨
着
の

壊
触
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屯
”

b
r
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(
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1
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輿
え
ら
れ
る

｡

他
に

む

多
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封
應
手

段
の

例
は

考
え

ら
れ

､
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如
き
分

析
法
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役

立
つ
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あ
ろ

う
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､

現
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困
姪
は
か

1

る

間
趣
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一

腰
好
を

う
る

こ

と

で

あ
る

｡

′

イ

マ

ソ

と
モ

ル

グ
シ

シ

エ

チ

ル

ソ
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研
究
は
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各
問
題
に

癖

が

あ
り

､

こ

れ
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の

解
の

一

般
的
性
質
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哀
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て

い

る

が
､

あ
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得
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技
術
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て

い

な
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に
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と

に

す
る
｡
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.
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科
学
展
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と

い
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た
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と
､
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叉
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こ
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そ
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ぞ

れ
異
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に
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も
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の
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と
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つ

た
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科
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(

こ
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葉
が
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か
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ず
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を
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を

取

′

放
つ

て

い

な
い

の

は

本
書
の

書
か

れ
た

事
情
に

よ

る
の

で

あ
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岡
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